
飛行機搭乗のポイント 

 

〈出発前日〉 

   手荷物（リュックなど） と 預ける荷物（キャリーケースなど） に分けます。 

   手荷物には、はさみ・カッターなどの刃物類は絶対に入れないでください。 

〈出発当日〉 

  ① 搭乗券をもらう 

      引率の先生から搭乗券をもらってください。その券に座席番号、搭乗ゲートが記載されています。 

  ② 大きな荷物のセキュリティーチェック 

手荷物預かりカウンターへ行き、大きな荷物と①の搭乗券を係員に渡します。 

       この時、大きな荷物の中に、入れてはいけないものがないかチェックします。 

           ※花火、ガス管、ライター、リチウム電池、コードレスのヘアアイロンなど。 

       係員から荷物預かり証を受け取ります。大事に保管しておいてください。 

  ③ 手荷物と自身のセキュリティーチェック 

       スマホやベルト、時計などの金属品、ポケットに入れているものをすべて、カバンの中もしくはトレイに 

乗せます。また、コート類も脱ぐ必要があります。 

           ※ペットボトルを持っている人は、カバンから出してトレイに乗せてください。 

場合によっては、その場で廃棄になることもあります。 

       金属探知機を通ります。「異常なし」が確認されたら荷物をすべて受け取り、待合室へ移動します。 

④ 搭乗します 

        時間になりましたら、係員が入場の案内をします。この時に①の搭乗券がないと機内へ移動することが 

できないので、なくさないようにしましょう。 

 搭乗券を確認し、指定の席へ座ります。スマホの電源は切っておいてください。 

 席に着いたら、まずシートベルトをしめましょう。 

⑤ 到着しました 

すぐに移動できるように準備しましょう。飛行機のドアが開いたら、前方の方から順に降りていきます。 

⑥ 預けた荷物を受け取ります 

        荷物が出てくるまで時間がかかることがあるので、この時にトイレを済ませておきましょう。 

        ②の荷物預かり証をもって、出口へ移動します。係員に預かり証を見せて終了です。 

 



 


